
令和５年２月１５（水）第１２号 岐阜市立木田小学校 

学校の教育目標  自分で・みんなと・創り出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木田小だより 

令和４年度第３回学校運営協議会を開催しました 

２月９日（木）、今年度３回目の学校運営協議会を開催しました。学校運営協議会委員長の他、８名の委員

の方の参加をいただき、令和４年度の学校評価と令和５年度の運営方針について審議していただきました。審

議に先立ち、岐阜市教育委員会から２名の職員が参加され、これからの学校教育の在り方について市教委の方

針説明も行われました。 

委員の皆様、１年間ありがとうございました。寄せられたご意見をもとに、令和５年度の学校運営の方針を

練り上げていきます。今回の学校だよりでは、基本方針の概要について次ページにてお知らせします。 

▲写真：学校運営協議会のようす 

令和５年２月９日（木） 

於：木田小学校校長室 

【令和４年度学校運営協議会の開催】 

◇第１回：運営基本方針審議（5 月 10 日） 

◇支援推進委員会：年間計画（6 月 16 日） 

◇第２回：いじめ対策の審議（11 月 18 日） 

◇第３回：評価と方針の審議（2 月 9 日） 

     第２回支援推進委員会を兼ねる 

卒業に向けて 

 卒業式が少しずつ近づいています。６年生は、後輩たちや学校に何か残そうと、色々なことを企画し実行
しています。１月から２月に、コロナ感染症拡大前の「くすの木まつり」に代わる異学年の交流の場とし
て、「ふれあいﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」を行いました。コロナ禍によって途絶えていた学年間の交流をそれまでとは違う形
で実現しました。6 年生の考えたゲームに後輩たちは大喜びでした。 

また、木田小３つの自慢のひとつ、「あいさつ」を活発にしようと、朝、当番を決めて、児童玄関に立ち、
自分たちからあいさつをしています。 

そんな６年生の活動に応えるような形で、５年生が全校に６年生を送る会の提案をしてくれました。会の
目的や実施方法について計画し、全校の協力を求めました。 

いよいよ令和４年度も締めくくりの時期となりました。どんな形で１年をまとめることができるのか、と
ても楽しみです。６年生を送る会は、３月８日（水）に実施予定です。 

▲写真 

左：ふれあいﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

（６年生と３年生の交流） 

右：６年生を送る会提案 

     (５年生) 



◇ ３月の主な行事予定 

２日（木）：馬頭琴鑑賞（１・２・３年生） 
３日（金）：いじめを見逃さない日 
      琴鑑賞（４・５年生） 
８日（水）：６年生を送る会 

 委員会の日（最終） 
１３日（月）：地区別子ども会 
１７日（金）：卒業式練習（６年生） 
       大掃除 図書館の本返却日（最終） 
２２日（水）：卒業式練習 給食最終日 
２３日（木）：卒業式 
       在校生の出席はなし 
２４日（金）：後期終業式・修了式 
       離任式 
２５日（土）：学年末休業日 

◇令和５年度初めの主な行事予定 
【４月】 

７日（金）：着任式・始業式（午前） 

      入学式（午後） 

１０日（月）：給食開始 

       学級写真（１～６年生） 

１３日（木）：１年生給食開始 

１８日（火）：全国学力学習状況調査 

（国語・算数６年生） 

 【５月】 

２５日（木）・２６日（金）： 

       野外学習（宿泊研修・５年生） 

 

◇土曜授業やＰＴＡ総会など、現在調整中で 

す。令和５年度の４・５月の予定は、学校だ 

より３月号でお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・４月の行事予定 

令和 5年度の学校運営方針の重点について 

◇令和５年度の運営基本方針 

教育目標：自分で みんなと 創り出す 
自分の考えを持つ子（自主） 友達と高め合う子（共生） 工夫して実行する子（創造） 

職員の合言葉：① 生きていく上で大切なことは、木田小で学びましたと言える子を育てよう(R２より) 

       ② 夢や希望を語り合える木田小を創ろう（R４より） 

 木田小では、２０年ほど前から教育目標を「自分で みんなと 創り出す」とし、児童育成の目標として

きました。この３年間のコロナ禍の生活やこれから訪れるであろう、変化が早く激しい時代を生き抜く子ど

もたちに付けたい力であることを再認識しています。 

 この経験を基に、令和５年度も引き続き同じ教育目標とし、５つの重点を設定していきます。 

Ⅰ 生き方探求学習を教育活動の中心に据える 

Ⅱ 自己肯定感・夢を育む教育を充実させる 

Ⅲ 共同学習の理念を踏まえた学習支援を行う 

Ⅳ 地域との連携による行事の見直しと活動内容の充実を図る 

Ⅴ 児童会や委員会活動を中心とした自治能力の育成 

 岐阜市では、令和２年１２月に改訂された「岐阜市教育大綱」において、「かけがえのない命をいとおし

むこと」「自らも多くの命によって生かされていること」に応えようとする「心の表れ」を大切にすること

を目指すとしています。木田小においても、総合的な学習の時間を核として、生命の尊厳への理解を深める

「生き方探求学習」の時間を位置づけています。学年の発達段階に合った題材を扱い、自分の生き方につな

がる指導・支援をめざしていきます。 

 また、令和４年４月にオープンしたリサイクルセンターと連携・活用し、SDGｓに向けた学習の充実を図

りました。これからの時代を生き抜く一人として、身に付けたい学習であると考えているからです。 

 更に、令和４年度から重点を置いた「自己肯定感や夢をもてる小学生の育成」については、引き続き重点

とします。夢や目標をもつことが、自分を大切にできること、仲間を大切にできることに繋がり、更に学習

に主体的に取り組める自分づくりにも向かえます。令和５年度に計画している「木田小創立１５０周年記念

行事」のテーマも「夢」と絡めて開催することを考えています。 

 令和 4 年度には、木田まちづくり協議会との共催による「木田ふれあい運動会」を実施しました。小学校

の児童数の激減により、従来の行事をそのまま行うことが難しい状況となっています。これは行事だけでな

く学校生活全般の大きな課題でもあります。地域との協力を得て連携を深めることで、子どもたちの体験活

動の場を充実させることができます。「地域に学び、地域で育ち、地域に貢献できる」力を身に付けた児童

の育成をめざします。 

 令和 5 年度の学校運営の詳細については、HP やＰＴＡ総会資料等を通してお知らせします。 


